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祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）
黒
田
彰
緒
言
こ
こ
に
影
印
、
公
刊
す
る
の
は
、
佛
教
大
学
図
書
館
蔵
の
祇
寺
図
経
の
版
本
で
あ
る
（
Ｇ
極
楽
寺
／
176
）。
本
書
の
書
誌
的
事
項
を
略
記
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
本
書
は
、
江
戸
前
期
刊
本
（
天
和
元
一
六
八
一
年
宗
覚
序
）、
黄
無
地
表
紙
、
縦
二
七
・
六
糎
、
横
一
八
・
五
糎
、
袋
綴
、
上
下
二
巻
二
冊
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
に
は
、
も
う
一
本
の
祇
寺
図
経
が
あ
り
（
Ｇ
仏
書
／
824
。
水
谷
真
成
氏
旧
蔵
本
）、
本
書
の
方
が
若
干
、
刷
り
が
良
い
。
祇
寺
図
経
は
か
つ
て
、
渡
辺
貞
麿
氏
が
影
印
を
企
て
ら
れ
、「
祇
園
寺
図
経
影
印
」（『
仏
教
文
学
研
究
』
２
期
２
、
昭
和
51
年
３
月
）
と
題
し
て
、
大
谷
大
学
蔵
本
の
上
巻
を
公
刊
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
下
巻
は
、
未
刊
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
度
、
渡
辺
氏
の
遺
志
を
継
ぎ
、
改
め
て
佛
教
大
学
蔵
本
の
上
、
下
祇
寺
図
経
（
祇
園
図
経
）
は
、
平
家
物
語
冒
頭
部
「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
」
の
も
と
に
な
っ
た
、
文
献
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
（
卍
続
蔵
経
に
拠
る
）
等
に
収
め
ら
れ
、
底
本
は
版
本
で
、
古
写
本
の
存
在
は
、
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
版
本
の
祇
寺
図
経
は
、
非
常
に
重
要
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
版
本
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
（
か
つ
て
故
渡
辺
貞
麿
氏
が
上
巻
の
み
影
印
さ
れ
て
い
る
『
仏
教
文
学
研
究
』
２
期
２
）。
さ
て
、
本
学
図
書
館
に
、
二
本
も
の
祇
寺
図
経
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
幸
い
な
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
機
会
に
、
佛
教
大
学
図
書
館
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
内
の
一
本
、
極
楽
寺
旧
蔵
本
を
本
号
（
上
巻
）、
次
号
（
99
号
、
下
巻
）
の
二
回
に
分
け
て
影
印
、
公
刊
し
た
く
思
う
。
キ
ー
ワ
ー
ド
祇ぎ
おん
寺じ
図ず
経きよう
（
祇ぎ
園おん
図ず
経きよう）、
往おう
生じよう
要よう
集しゆう、
平へい
家け
物もの
語がたり、
祇ぎ
園おん
精しよう
舎じや
の
鐘かね
、
諸しよ
行ぎよう無む
常
じよう
〔
抄
録
〕
五
五
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
を
公
刊
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
紙
幅
の
関
係
で
、
本
号
に
上
巻
を
、
次
号
（
99
号
）
に
下
巻
を
分
載
す
る
こ
と
を
し
た
。
祇
寺
図
経
版
行
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
祇
園
精
舎
覚
書
｜
鐘
は
い
つ
誰
が
鳴
ら
す
の
か
｜
」（『
京
都
語
文
』
20
、
平
成
25
年
11
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
付
記
本
書
の
影
印
を
許
可
さ
れ
た
佛
教
大
学
図
書
館
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
稿
は
、
平
成
25
年
度
佛
教
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
く
ろ
だ
あ
き
ら
日
本
文
学
科
）
二
〇
一
三
年
十
一
月
十
三
日
受
理
（
表
紙
）
五
六
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
見
返
、
第
１
丁
表
）
１
丁
裏
、
２
丁
表
）
五
七
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
３
ウ
、
４
オ
）
２
ウ
、
３
オ
）
五
八
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
５
ウ
、
６
オ
）
４
ウ
、
５
オ
）
五
九
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
７
ウ
、
８
オ
）
６
ウ
、
７
オ
）
六
〇
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
９
ウ
、
10
オ
）
８
ウ
、
９
オ
）
六
一
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
11
ウ
、
12
オ
）
10
ウ
、
11
オ
）
六
二
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
13
ウ
、
14
オ
）
12
ウ
、
13
オ
）
六
三
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
15
ウ
、
16
オ
）
14
ウ
、
15
オ
）
六
四
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
17
ウ
、
18
オ
）
16
ウ
、
17
オ
）
六
五
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
19
ウ
、
20
オ
）
18
ウ
、
19
オ
）
六
六
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
21
ウ
、
22
オ
）
20
ウ
、
21
オ
）
六
七
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
23
ウ
、
24
オ
）
22
ウ
、
23
オ
）
六
八
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
25
ウ
、
26
オ
）
24
ウ
、
25
オ
）
六
九
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
27
ウ
、
28
オ
）
26
ウ
、
27
オ
）
七
〇
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
29
ウ
、
30
オ
）
28
ウ
、
29
オ
）
七
一
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
31
ウ
、
32
オ
）
30
ウ
、
31
オ
）
七
二
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
33
ウ
、
34
オ
）
32
ウ
、
33
オ
）
七
三
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
35
ウ
、
36
オ
）
34
ウ
、
35
オ
）
七
四
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
37
ウ
、
38
オ
）
36
ウ
、
37
オ
）
七
五
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
裏
表
紙
）
38
ウ
、
裏
見
返
）
七
六
祇
寺
図
経
上
巻
（
影
印
）（
黒
田
彰
）
